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様々な話題がナマズ (類 )を軸に展開され,ある種チャンプ
ルー (ごちゃまぜ)な魅力を醸しだしている。さし絵には江
戸時代の「鯰絵」も, とてもおかたい「頭蓋骨」も登場する。
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新知見紹介

2001年 -2006年に琵琶湖の堅田内湖で見られた

優占魚種の置き換わり

Replacement of donlinant flsh species fron1 2001

through 2006 in a satellite lake,Katata Naiko,

of Lake BIwa

琵琶湖の沿岸帯に形成される内湖では,かつて豊かで
多様な魚類相が形成されていた (琵琶湖生物資源調査

団,1966).し かし現在では,ブルーギルやオオクチバ
スなどの北アメリカ産外来種が優占し,生物多様性の喪
失が進行 している (大田,2005).一般に,生態系の劣
化には,外来魚の侵入と増加が深く関与しているといわ
れるが,国内においてブルーギルとオオクチバスの個体
数増加に伴う生物相の変遷過程を,定量的に,かつ長
期にわたって継続的に記録した例はほとんどない.著者
らが琵琶湖の堅田内湖において5カ 年 (2001年 -2006年 )

にわたって実施してきた定量採集調査の結果は,こ れら

2種の生態系に及ぼす影響が急速かつ甚大であることを

改めて示 した (鈴木ほか,2007;中 川・鈴木,2007).
方法と結果の詳細は原著に譲り,こ こではその概略を紹

介する.

図 1に 各年度に得 られた魚類の個体数組成を示す .

2001調査年では,フ ナ属魚類,モッゴ,タ イリクバラタ
ナゴが優占種上位 3種類であり,全採集個体数の83.3%
を占めた.ブルーギルとオオクチバスの個体数の割合は
少なく,あわせて3.9%に とどまった。2002調査年では,
2001調査年と同様にフナ属魚類, タイリクバラタナゴ,
モッゴが優占種上位 3種類であ り,全採集個体数の
84.3%を 占めた.ブルーギルとオオクチバスの個体数の
割合は依然として少なく,それぞれ3.7%と 0。7%であっ
た.

ところが,2003年調査年には,北アメリカ産外来種 2
種がやや増加傾向を見せ,2004調査年には,優占種が
既存の魚種から北アメリカ産外来種へと大きく入れ替わ

った.す なわち,2003調査年から2004調査年にかけ,
それまで最優占種であった在来種であるフナ属魚類,モ

それにしても,人間のなりわいにしっかり居座る水辺の住人
「鯰」の実力には脱帽の思いである. (佐々本邦夫)

ツゴ,外来種タイリクバラタナゴの個体数の割合が,そ
れぞれ52.0%→ 18.0%,12.8%→ 0.0%,4.1%→ 0.5%へ と激

減した.一方,ブルーギルとオオクチバスの個体数の割
合は,2003調査年から2004調査年にかけて,それぞれ
H.5%→ 59.6%,4.7%→ 9.3%へ と増加 し,特に前者は著
しい増加を示した.2005調査年には,こ れら外来種 2種
の個体数割合がさらに高い値を示した (図 1).

これら結果は,北アメリカ産外来種2種が急増するこ
とによって,内湖のような閉鎖性の高い小水域では,魚
類相がきわめて短期間のうちに大きく置き換わることを

示している.な お,2003年 から2004年にかけて観察さ
れた北アメリカ産外来種 2種の増加に伴って,フ ナ属魚

類, タイリクバラタナゴおよびモツゴが減少した現象

(図 1)は ,1996年から1997年 の宮城県伊豆沼 。内沼で

見られたオオクチバスの増加に伴ってタナゴ類やモツゴ

などの在来魚が激減した現象と酷似する (高橋,2006).

さらに,本調査水域では北アメリカ産外来種2種の増加
と同調的に,外来植物のボタンウキクサが急増 したのが
観察されているが (中 川,2005), このような同調 した

現象は,大阪府淀川ワンド群で知られている事例 (持

調査年

図 1.堅 田内湖における調査年度別の魚類の個体数組
成。 1,2001調査年 (2001年 8月 -2002年 8月 ,H2調
査日);2,2002調 査年 (2002年 9月 -2003年 7月 ,22
調査日);3,2003調 査年 (2003年 H月 -2004年 7月 ,

15調査日);4,2004調 査年 (2004年 H月 -2005年 6月 ,

15調査日);5,2005調 査年 (2005年 H月 -2006年 7月 ,

15調査日).研究デザインと在来種資源保護の都合上 ,
各調査年での調査頻度は異なるが,2003-2005調査年に
おける個体数組成はデータ修正をすることなく,そのま
ま比較できる.鈴木ほか (2007)を 改変 .
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田・三浦,2001)と 類似する.魚食性の種がその餌生

物の生′自、密度 と体サイズ組成に大 きな影響を及ぼす事例

は広 く知 られているが,その影響が水草やプランク トン

にまで波及する例 も知 られている (林 ,2002).以 上の

ことから,北アメリカ産外来種 2種の増殖は,わが国で

広範に既存の生態系を置 き換えてきたものと推測 され ,

その強力な トップダウン効果は,魚類のみならず魚類以

外の水生生物相にも影響が及ぼしている可能性が疑われ

る.
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ハナメイワシ科魚類オチバハナメイワシ (新称 )

の日本から2番目の記録

Second Japanese record of a platytroctid flsh,

Ma“ JisJα  α
`“
ricGps Sazonov9 1976

ハナメイワシ科マウルイワシ属のMα夕JJsJα αεγ″jευs

は,SazonOv(1976a)に よつてペルー沖産の2標本と日本

産の1標本に基づき,新種として記載された.その後 ,

本種は南大西洋,オーストラリア東方沖,ベーリング海

の中深層から報告されている (BalanOV9 1992;Sazonov et

al。 ,1993;Mecklenburg et al.,2002). しかし, 原記載以降 ,

日本周辺海域から本種が得られた記録はなく,ま た標準

和名も与えられていなかつた.

今回,2004年 2月 に東北区水産研究所が行った東北

沖から北海道東沖にかけての中深層性マイクロネクトン

調査で得られたサンプル群を精査 した結果,M αθγ′Jεtts
の 1標本を得た.こ れは標本に基づ く日本から2番 目の

記録となり,こ こに報告するとともに,新たな標準和名

を提唱する.

百十数・言十測方法は, Matsui and Rosenblatt(1987)に 従

い,脊椎骨の計数には軟X線写真を使用 した。本研究

で観察した標本は 10%ホ ルマリンで固定された後,70%
エ タノールに移 され,鹿児島大学総合研究博物館

(KALIM:Kagoshima University Museum)に 保管されて
い

る.

Лイα″JJslia α
`“ `icη
s Sazonov,1976

オチバハナメイワシ (新称 )

(図 1)

観察標本 KAUM… I。7210,1個体,標準体長 83.5mm,

宮城県沖 (38° 01′ N,147° 20′E),曳 網水深 1000-1500m,

2004年 2月 12日 ,4m2モ クネスネット,若鷹丸 .

計数・計測結果 背鰭鰭条数 19,臀鰭鰭条数 17,胸

鰭鰭条数 15,腹鰭鰭条数 8,鰊把数 8+20,脊椎骨数

23+20,縦列鱗数92,横列鱗数26,背鰭中央部の直下

から体側中央線までの横列鱗数 13,幽門垂数 8。

各部位の測定値における体長比 (標準体長に対する%

値):頭長 35。 9;胸鰭基部における体高 16。4;腹鰭基部に

おける体高 13.4;胸 鰭基部における体幅 5.5;背鰭前長

61.6;肛門前長 62.2;腹鰭前長56.4;背 鰭基底長 20。 8;臀

鰭基底長 19.0;尾柄高 7.5;尾 柄長 17.0;眼径 9.5;両眼

間隔9.0;吻長 10.8;上顎長 19.9;(胸鰭長と腹鰭長はと

もに破損のため測定不能).

備考 今回観察 した標本は,M αθ夕′JευSの原記載や

(SaZOnOv9 1976a),そ の他の本種に関する研究で示された

発光器と肩部孔の欠如,縦列鱗数と横列鱗数,鯉蓋部

上端が眼寓上縁のほぼ後方に位置するなどの形態的特徴

とほtF一 夕にした (Matsui and Rosenblatt,1987;Balan(、

1992;Mecklenburg et al。 ,2002)。 しかし,計測形質にお

いては,SazonOv et al。 (1993)の示した眼径 (標準体長の

6.1-8。 1%)と上顎長 (16.7-17.7%)の 範囲を超えており,

図 1.オ チバハナメイワシM働′おJα αεγ′Jεtts(KALIM… I。

7210,標準体長 83.5mm).
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一方で胸鰭基部における体高 (19。8-23.2%)は その範囲

よりも低い値になった。また,こ れまでM αθγ′JεttSの
体色は,ホルマリン固定標本において,体は一様に黒褐
色とされていたが (Matsui and Rosenblatt,1987;Sazonov

et al。 91993),今回観察した標本は,ホルマリン固定後で
頭部と肩部の小管のみが黒褐色で,腹部と尾部は淡褐
色であった (図 1).こ の眼径,上顎長,体高の測定値
と体色について,同属種のマウルイワシ″

“
α
"′

J Par鳥

1960で は,未成熟個体から成熟個体の間で成長に伴っ
て変化することが詳 しく議論されている (Par鳥 1960).今

回観察 した″ αε夕′JευSの標本 (標準体長 83.5mm)に
ついても,解剖の結果,未成熟個体であったのに対し,
過去に調査された本種の標本 (標準体長 177-255 mm)

は成熟個体であったことから,本研究と過去の知見との
計測形質の値と体色の相違は成長段階による種内変異

と判断した.

M励′おJα αε″Jcυsは ,マ ウルイワシ属のなかで発光器
と肩部孔をもたない″ヵα

“
Jε力
`り

石亜属の 1種で,その他
の本亜属種のショウリンハナメイワシM“たЮ′響ぉ
Sazonov and Golovan, 1976,  と M、  おsαα

" Matsui andRosenblatt,1987と は,背鰭鰭条数が 18-22(vs。 ショウ
リンハナメイワシは17-21,Mおααcsプ は16),魚思紀数が
8-9+20-22(vs.8-9+20-22,7+19), 縦列鱗数が90-loo

(vs.112-125,80),背 鰭中央部の直下から体側中央線ま

での横列鱗数が 13-16(vs.14-19,H-12),鯉 蓋上端が眼

寓上縁のほぼ後方に位置する (vs.眼富上縁のほぼ後方 ,

眼の中央部の後方)と いう形質の組み合わせにより識別
される (sazOn(v1976b;Matsui and Rosenblatt,1979,1987;

Sazonov et al。 ,1993).一 方,発 光器 と肩部孔 をもつ
Mα傷騰Jα亜属にはマウルイワシM“α

“
′Jと クズボシハナ

メイワシ″ αrg″α′ルMatsui and Rosenblatt,1979の 2種が

知られており,マ ウルイワシ属は上記の2亜属 5種によ
って構成されている (Matsui and Rosenblatt,1987).こ れ

らのなかでクズボシハナメイワシと今回得られた″ αεν_

′Jθttsの 2種が東北沖から採集されており, さらにその他
の日本周辺海域から報告されている本科魚類を含める

と, 日本産ハナメイワシ科魚類は4属 5種 となる (中坊 ,

2000;岡 本ほか,2007).

M励施Jα αε
"′

ノευsの原記載において, 日本産の1標本
はその採集地点が 日本の東沖 としか記 されておらず

(SaZOn叫 1976a),経緯度などの詳細な採集データは不明

である.しかし,その後,出版された論文では,本種の
分布域 として東北沖付近が図示 されてお り (SazOn鋭
1976b;Sazonov et al。 ,1993),原記載の1標本は今回得ら

れた標本の採集地点と近い海域から採集されたと推測さ

れる.こ のように本種はSazOnOvら によって日本周辺海
域に生息することが示唆され,ま た多くの海外の研究者
によってその見解は踏襲されてきたが (Matsui and Rosen―

blatt,1987;Balanσ ■1992;Mecklenburg et al.92002),我 が

国においては日本産魚類として認識されておらず,和名
も与えられていなかった.よ って,本種の細長く尖った

頭部と側扁した体形,お よび体色にちなみ「オチバハナメ

イワシ」の標準和名を提唱する.
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キホウボウ科ナンヨウキホウボウの種名

A species name for a peristed五 d ish having a

Japanese name,“ Nanyou"kihoubou"

本報告では, 日本産キホウボウ科魚類のナンヨウキホ

ウボウの種名について再検討を行った.計数および計測

方法はKawal et al。 (2004)に 従った.本報告で観察した

標本は高知大学理学部 (BSKU),北 海道大学総合博物館

(HUMZ),国 立科学博物館 (NSMT)お よび米国スミソニ

アン協会 (USNM)に 所蔵されている。

ナ ンヨウキホ ウボ ウの種名 は,蒲 原 (1952)が
肋ケrjθ力′りな力Jα 4S(Gilbert and Cramer,1897)を 用いて以降 ,

多 くの研究者がこの種名を用いている (松原,1955;

落合・矢頭,1984;矢頭,1997;山 田,2000な ど).一

方,矢頭 (1985)は ,吻突起の形状,髭数および髭の状

態からナンヨウキホウボウの種名はS ttjακsで はなく,

M鍬吻″rおたグJθκ θrJθ″α′θ FowleL 1938で あると1旨摘 した.

しかし, タイプ標本との比較が無かったためか,現在ナ

ンヨウキホウボウの種小名にθrJθ″α′θを用いる研究者は

いない.Kawai(2008)は 系統類縁関係を基にキホウボウ

科の属の再定義を行い,両種はヒゲキホウボウ属 Sc・αJJ―

θ
"sに
含まれることを明らかにした.今回,ナ ンヨウキ

ホウボウの標本をs θrJθ
“
″Jお のホロタイプとS ttJακsの

レクトタイプと比較した結果,ナ ンヨウキホウボウは吻

突起が長三角形状,髭数が5-6+3,最 長髭から分枝す

る小髭が幅広い皮膜を備える,お よび最長髭が肛門を越

えるなどで,S θrJθ
“
″′おのホロタイプとよく一致した.

また,従来のナンヨウキホウボウの記載または写真も,

吻突起は長三角形状であることで,∫ θ′jθκ
"Jお
のホロタ

イプの特徴 と一致 した (蒲原,1952;松 原,1955;落

合・矢頭,1984;矢 頭,1985,1997;山 田,2000).一

方 ,S ttJακsの レクトタイプは,吻突起が正三角形状 ,

髭数が6-7+3,最長髭から分枝する小髭が幅広い皮膜

を備えない,お よび最長髭が肛門に達しないなどで,明

らかにナンヨウキホウボウとは異なる.よ つて,ナ ンヨ

ウキホウボウの種名は■αJJεtts θrJθκ″′Jsと することが適

当である.

観察標本 Scnα JJεzs ttJα 4s:USNM 47730, レクトタイ

プ,標準体長 154.7mm,ハ ワイ (21° 12′N,157° 49′ W),

水深 539m,1891年 12月 4日 .ナ ンヨウキホウボウ

Scnα′Jθzs θrJθκ
"′

お:USNM 98876,ホ ロタイプ,標準体長

146。 lmm, インドネシア (0° 16′ 30′N,127° 30′ 00″E),水深

497m, 1909年 H月 29日 ;BSKU 353,363,2イ 団体,標

準体長 90.1,91.2mm,高知市御畳瀬漁港 ,1951年 4月

H日 ;BSKU 1608,1609,2個体 ,標準体長 78.6,90.3

mm,高 知市御畳瀬漁港 , 1952年 1月 24日 ;BSKU
29746,1 4El体 ,標準体長 175.4mm,沖 縄舟状海盆

(25° 59.0′N,125° 51.0′E),水 深 430m,1979年 10月 10

日 ;BSKU 40991,1個 体 ,標準体長 70.5mm,高 知市

御畳瀬漁港 ,水深約 250m,1985年 2月 26日 ;BSKU
41027,1個体 ,標準体長 81.5mm,高 知市御畳瀬魚港 ,

1985年 3月 13日 ;BSKU 43322,14固 体 ,標 準 体 長

121.8mm,高 知市御畳瀬漁港 , 1986年 10月 18日 ;

BSKU 58515,58516,2個 体 ,標準体長 84.7,84.8mm,

高知市御畳瀬漁港 ,2001年 12月 10日 ;BSKU 62260,

1個体,標準体長 87.Omm,高 知市御畳瀬漁港 ,2003年
1月 13日 ;HUMZ 39019,14固 体 ,標準体長 81.2mm,

高知市御畳瀬漁港 ,1974年 3月 2日 ;NSMT― P69577,1

個 体 ,標 準 体 長 138.5mm,東 シ ナ 海 (30°29.0′N,

127° 56。 9′ Eか ら 30° 27.5′N, 127° 56.7′ E), 水深 399m,

2003年 H tt 6日 ,篠原現人採集 .
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ヒイラギ科魚類各属の標準和名

Standard Japanese names ibr the six lelognathid genera

スズキ亜ロヒイラギ科魚類は,1970年 代以降最近ま
でコバンヒイラギ属 Gαzzα , ヒイラギ属 (以降,旧 ヒイ
ラギ属と呼ぶ)ιθJ磐4α′カタsお よびウケグチヒイラギ属

肋θ夕ゎrの 3属 から構成されると考えられてきた (James,

197891984;Jones,1985;Woodland et al。 92001)。  このうち,
コバンヒイラギ属とウケグチヒイラギ属はともに属内の

分類学的再検討がほぼ終了 し (MochiZuki and Hayashi,

1989;Yamashita et al。 ,1998;Kirnura ct al。 92000;Yamashita

and Kimura,2001),こ れらの属の有効性と和名に問題は

ない.こ れに対 し,旧 ヒイラギ属は60以上の名義種を
含む巨大な分類群で,形態的多様性も高 く,未だ全体
的な分類学的整理は終了していない.

一方20世紀初頭には,旧 ヒイラギ属の細分化が行わ
れ,Fowler(1904)は ュンタ′J′ωとE"b′θθル″Jαの2亜属を創

設 し,そ の後 さらに 1亜属И
"rJgθ
9""′αを創設 した

(Fowlet 1918).Whitley(1932)は これらの3亜属を属に

昇格させ, これらにコバンヒイラギ属,ウ ケグチヒイラ

ギ属,И電メリθS,ユ″
“
ルおよびιθJqgκα励

"sを
加えるとと

もに,M″ J′θ″Jε乃ゎsと E"b′θθルrJα 内の亜属Ⅳレεttθ9""ル
を創設して, ヒイラギ科を9属 1亜属に分類 した.し か
し,その後の研究者はコバンヒイラギ属,ウ ケグチヒイ
ラギ属,旧 ヒイラギ属のみを認め,こ れら以外の属や亜

属を有効な分類群として扱った研究はほとんどない.

今世紀に入り,再び旧ヒイラギ属の細分化が行われ ,
Kimura ct al。 (2003,2005)は 旧ヒイラギ属に含まれる各種

を形態的に類似 した種群に分け,二.αα″αs種 群 とん。

ψル刀虎κs種群の分類学的再検討を行った.一方 Sparks
et al。 (2005)は ,雄の発光器と関連 した体側無色素域の
形状や分子系統情報に基づいて,動θ′ηθc′θ紹′おとPttθ _
′ηJagJθsの 2属 を創 i設 した.さ らに Chakrabarty and
Sparks(2007)お よびKimura ct al。 (2008a)は Nにあθ7"αル

を亜属から属に昇格させた。また,Kimura ct al.(2008b)

はE屁虎θルrJα を有効属と認め,Kimura ct al。 (2008c)で

はP乃

“"JagJθ
sを E9夕

"′

Jたsの新参シノニムとした.こ の

結果,旧 ヒイラギ属は現在 E"わ′θθルrJα,助夕
“
′JたS,Lθ Jθ―

♂α滋夕s,N夕εttθ 7夕γルおよび Pttθ′

"θ

εゎ″′なの5属 に分け

られることになる。これら5属 にはそれぞれ日本産種が

含まれることから,今後の混乱を避けるために,こ れら
の属の標準和名を提唱すべきであると考えた.さ らにヒ

イ ラ ギ Nκttθ 9"タル
“
夕θttα′おは ZθJOgttα励

"sで
は な く

Ⅳ
"ε
ttθσz"′αに属することが明らかになったことから

(Chakrabarty and Sparks,2007;Kimura ct al.92008a), ∠>後

は二θれ甲α滋
"Sを
「ヒイラギ属」と呼ぶのは不適当である.

以上のような状況から,本文においてイトヒキヒイラ
ギ属ュμ
“
′J熔, タイワンヒイラギ属 Ettb′θθルrブα,セ イタ

カヒイラギ属 ZθれりαttZS,お よびキビレヒイラギ属 Pttθ―

′υθεわκ′おの新和名を提唱するとともに,助εttθ g夕
“
ルに

対してヒイラギ属という和名を用いることを提案する.

なお現在までに知られている日本産ヒイラギ科魚類の属

と種は以下のように整理される.

イトヒキヒイラギ属 (新称)E響″″″″θs.タ イプ種は二.

ソ
`″“
Jε

“
ル″s[E7"%′J′ω′θ夕sおεγs(標準和名イトヒキヒイ

ラギ)の新参シノエム (JOnes,1985;Sparks,2006;木 村 ,
未発表データ)]。 日本産種はイトヒキヒイラギ,ヒ メヒ

イラギ尋ルタ′J′ω θわκν″sお よびオキヒイラギ37"″ J′ω

rJbグル′
"sの
3種が含まれる.

タイワンヒイラギ属 (新称)E″ bルιル滋 .タ イプ種は

助
"タ
ル ψル
“
ルκS.日 本 産 種 は タイ ワ ン ヒイラギ

E"b′θθルrJα ψ′θ
“
ルκsのみである.

コバンヒイラギ属 Gαzzα .タ イプ種はG.θ9""晟ヵr“お

[G“ Jκ傷″ (標準和名コバンヒイラギ)の新参シノエム

(Yamashita ct al。 ,1998)].本邦産本属魚類はオオメコバ

ンヒイラギG αεカルの s, コバンヒイラギおよびヒシコバ

ンヒイラギ G rttθ
“
bθαの3種が知られている.

セイタカヒイラギ属 (新称)二ιれりα滋
“
seタ イプ種は

二.α rgcれたzsで ,属の和名は本タイプ種がL.`9タタルs(標

準和名セイタカヒイラギ)の新参シノニムであること
(Fricke,1999;木 村,未発表データ)から提唱した.現
在のところ本属に含まれる本邦産種はセイタカヒイラギ

とシマヒイラギZ.ヵsCJαルSの 2種である.

ヒイラギ属 (新定義 )Ⅳ″εあια″
“
′α.タ イプ種は

助
"タ
ル b′θC力 Jブ。本タイプ種は日本に分布せず,本邦産本

属魚類はヒイラギのみである。このため,多少の混乱が
生じる可能性を否定できないものの,本属に対 してヒイ
ラギ属という標準和名を用いることが妥当であると考え

た.

キビレヒイラギ属 (新称)動θrapι働
“
騰。タイプ種

はキビレヒイラギP αz″αs.本属の日本産種はキビレヒ

イラギとネッタイヒイラギP bJηttsの 2種である。

ウケグチ ヒイラギ属 Sι
`“
″θr.タ イプ種は Zθ tts

Jκ sJttα′θr.本邦からは現在のところヤンバルウケグチヒ

イラギS“鋸グο′響ぉのみが知られている。
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トビックス

国立科学博物館開館 130年記念 魚類の系統と
多様性に関する国際シンポジウム

Conunemoration ofthe 130th Anniversary of

the National MuseuIIl of Nature and Science

lnternational Symposiunl on Systematics

and Diversity of Fishes

表記のシンポジウムが上野の国立科学博物館で2008

年 3月 34日 に魚類学会と国立科学博物館 (科博)の共

催によつて実施された.参加者は124名 で,その内訳は

招待講演者23名 (海外から16名 ,国内7名 ),彼 らの同

伴者8名 ,一般参加者が 93名であった.一般参加者に

よるポスター発表は46題であつた.国内外の研究者の

招聘の費用,会場設営やレセプシヨンの企画は科博が担

当し,プログラム作成とシンポジウムの運営を魚類学会

が受け持った.組織委員会は科博の松浦啓一氏 (委員

長,前魚類学会会長),東京大学海洋研究所 (海洋研 )

の西田 睦氏 (副委員長,現魚類学会会長),海洋研の

馬渕浩司,昆  健志 ,佐藤 崇の 3氏 と科博の篠原

(筆者)であった.

シンポジウム初日の 3月 3日 は9時から一般参加者の

受付を開始し,懐かしい顔が多数混じった海外招待研究

者もこの時間に姿を現した.定刻どおり9時 30分からシ

ンポジウムが始まり,魚類学会を代表して西田会長が開

会の挨拶を述べ,続いて「生物地理に関するセッショ

ン」がおこなわれた.こ のセッシヨンでは生態,魚類相 ,

回遊といつた多岐にわたる話題が 5題発表された.座長

は前半の3題をAustralian Museumの Jettey M.Lcis氏が ,

後半 2題 を筆者が務めた。最初にDavid R.Bellwood氏

(JameS C00k University)が , グレートバリアリーフに生
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招待講演者たちとの記念撮影.前列左から,chrislne Thacker,Paula Mabee,Lynnc Parenti,Helen Lar―
son,Dianne Bray(Gomon夫 人),Judith Mank,Naomi Delventhal,Richard Mayden。 2列目左から松浦啓
一,上野輝爾 (名誉会員),今村 央,JOhn Paxton,RJf Britz,西 田 睦,宮 正樹,瀬能 宏,益田
玲爾,Randan M。。i.3列 目左から篠原現人 (筆者),Wmo Lco Smith,Jettey Lds,Richard Winterbot―
tom,Go David Johnson,Douglass HOesc,Marun Gomon,David BcllwOod(敬称略).石森博雄氏撮影 ,
2008年 3月 4日 .

息する魚類の生態を紹介 しながら,生態系全体からなた
個別の魚たちの役割,特 に小型ハゼ類の早い成長率等に
注目しながらその役割の重要性について紹介 した (A tde

oftwo nshes: unseen and unsung heroes On the Great Bar―

rier Reef― Lcssons we can learn from gObies and batnshes)。

Martin R Gomon氏 (Museum victOria)は オース トラリア

沿岸から大陸棚斜面 までの生物多様性や資源利用に関

するプロジェクト研究について発表 した (Infer五ng muhト

scale habitat distributiOns from species ranges― ―An Aus―

tralian perspective).益 田玲爾氏 (京都大学舞鶴水産実

験所)は ,若狭湾の魚類相の経時変化について報告 し,
30年前 との違いを日本海の水温上昇 との関連で説明 し

大三(ScaSOnal and interannual variation of subtidal nsh assem_

blages in Wakasa lBay revealed by underttrater visual census

with reference to the warming trend in the Sea ofJapan).

コーヒーブレイクをはさみ,松浦啓一氏 (科博)は水
中写真データベースを活用 して,黒潮 と沿岸性魚類相成
立 との関係について発表 した (ZoOgeOgraphicJ role Ofthe

Kuroshio Current: TransportatiOn system and barrier for

coastal ishes Of southern Japan).塚 本勝 巳氏 (海洋研 )

はウナギ類の産卵に関する「海山説」や「新月説」, さ
らに回遊 メカニズムや進化パ ターンについて概説 した

(MigratOry bchavior has driven the cv01ution in anguillid

eelS).

午後は「多様性と分類に関するセッション」がおこな

われ,ハゼ亜目に関する話題が5題発表された.こ のセ
ッションの座長は前半 3題 を筆者が,後半 2題 をAus…
tralian Museumの Douglass R Hoese氏 が務めた.セ ッシ
ョンの最初から天皇陛下がご出席された.Richard win―

terbottom氏 (Roya1 0ntario Muscum)は ベニハゼ属の分類

と生態を紹介し,生物の進化的解釈にフイードバック出
来る新 しい材料の宝庫であることを紹介した (Ask not
what ev01ution can dO fOrル J“

“
α――Ask whatル J“

“
α can

do for evolution)。 Naomi Dclventhal氏 (University Of Mani…

tOba)は ハゼ類の系統分類の現状と問題点についてイサ

ゴハゼ属を中′亡ヽに紹介した (Gobioid genera need re… exam…

inatiOn:A case study of GθbJ″訥).Douglass HOese氏 はウ

ロハゼ属の分類を分布域との関係で見直す必要性を示唆

した (Radiation of G′θssogο bJ夕s in freshwaters of the lndo―

west Pacinc)。

コーヒーブレイクの後,Helen Ko Larson氏 (Muscum
and Art GJbry ofNorthern TerHtory)が 現在取 り組んでい

るハゼ科 RθグjgοbJ"s属の系統分類の進捗状況を紹介した

(The gOby genus Rθ グ妙 bj"S and its relationships― 一―A work

in prOgress).ChriStine Thacker氏 (Natural HistOry Museum

of Los AngeLs COunty)は ハゼ亜目の分子系統樹を用い,

形態や生態に見られる種多様性の増大が進化の複数の段

階で獲得されたものであると発表した (Phy10genedcs of
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“

the gobioid flshes:E)iversity9 taxonomy9 and ecology).

このセッシヨンの後,17時 5分からポスターセッショ

ンが始まった.その中で本村浩之氏 (鹿児島大学総合

博物館)に よるカンボジアの淡水魚類相に関する発表

(Freshwater nsh diversity in Cambodia)と 矢部 衛氏 (北
海道大学大学院)に よるカサゴロの所属不明種に関する

発表 (A peculiar nsh c。 1lected from southern Okhotsk Sea

off the Shiretoko Peninsula:Is it a new family?)を 含む数題

の発表を天皇陛下もご覧になられた.18時 15分 からポ

スター会場に隣接する中央ホールでレセプションが始ま

り,参加者が談笑しながら研究上の情報交換を行い,20

時に終了した.

3月 4日 は好天で気持の良い1日 だつた.9時から「進

化と体系学に関するセッション」が始まり,6題の形質

進化や系統推定に関する研究が発表された.座長は前半
の3題をAustralian Museumの John Ro Paxton氏 ,後半の

3題 を海洋研の西田 睦氏が務めた.Paula Mabee氏
(UniVersity of South Dakota)は魚思弓形態を例として,魚
類のボデイプランに関するゲノム科学の進展と将来につ

いて発表した (WindOWS into the architecture of nshes).宮

正樹氏 (千葉県立中央博物館)は条鰭類を対象とした

ミトコンドリアゲノム研究の総括を行い,分子系統樹と

化石記録の照合で進化を論じた (Evolutionary history of

modern ray―■nned flshes:An overview based on 327 whole

mitogenome sequences).Judith Eo Mank氏 (Uppsala uni―

versity)は 繁殖に関わる形質の進化を包含系統樹 (ス ー

パーツリー)に基づいて推定 した (The ev01ution of■ sh

d市ersity:Lessons from large… scale compttat市e analysis)。

コーヒーブレイクの後にWm.Lco Smith氏 (Field Mu‐

seum of Natural History)は ,ス ズキ系魚類の系統分類に

ついて到達点と問題点を示 し,未解決問題の解決に分

岐学への回帰を唱えた (Reining our understanding of the

linlits and relationships of Percomorpha: ]Discovering large

clades and the taxononlic challenges they present). Richard

Mayden氏 (Saint Louis University)は 米国で展開中のコイ

目の巨大プロジェクトの進捗状況と今後の戦略について

糸召グトしノ
=(Evolutionary origin and phylogenetic relation‐

ships ofthe Cypriniformes:A Inulti― genc approach to resolv―

ing the evolu臨 .of the wOrldヽ 1■ost diverse group of fresh―

water nshes).セ ッシヨン最後にRalf Britz氏 (The Natural

History Muscum)は 非常に小さい体をもつコイロ魚類の

進化について発表 した (乃″¨″rJs―A developmentally

truncated nliniature cyprinid with astonishingly complex

novel structures).

昼食後に50分間のポスターセッションを経て,その後
「系統と個体発生に関するセッション」がおこなわれ, 6

題の講演があった.座長は前半の2題 を松浦啓一氏が ,

後半の3題 をRalf Britz氏 が務めた.Lytte Ro Parenti氏

(National Museum ofNatllral History)は メダカ類の系統を

分子データと形態データの対比により論じ「1両者のデー

タがまだ十分でないことを紹介した (Phy10Ё eny Of the

Medaka and relat市 es:Molecules versus morphology).∠ 本`寸

央氏 (北海道大学総合博物館)は共有派生形質の新解

釈によリカサゴロの非単系統性を論 じた研究を紹介した

(“SCOrpacnifornl''phylogeny: Morphological approach to a

question ofits lnonophyly).

コーヒーブレイクの後にJettey Lcis氏 (Australian Mu―

seum)は 成魚と仔稚魚の形質を用いて類縁関係が不明で

あったダトニオ類,マ ツダイ類,ヒ ゲダイ類の近縁性を

説明し,形態形質の系統解析における有用性を紹介 し
た (Tigernshes,tripletails,and velvetchins form a clade:

Morphological evidcncc from adults and larvac). John Pax_

ton氏 (Australian Museum)は クジラウオ科, トクビレイ

ワシ科およびソコクジラウオ科の分類学的な関係につい

て仔稚魚の形態と分子データを用いて解明した (The Ce_

tomimoid conundrum resolved― Whalenshes(cetOmimidac),

tapetails(Mirapinnidac),and bignose nshes(MCgalomycteri―

dac):Amazing larval transformations and striking sexual di…

morphism).最後にG.David Johnson氏 (National Museum

of Natural History)が遠洋水産研究所から国立科学博物

館に移管された膨大な仔稚魚標本を紹介し,学術的に

極めて高い価値があることを紹介した (Rare,interesting,

and scientincally valuable larval■ sh specilnens frona the col¨

lections of the Far Seas Fisheries Research Laboratory9 now

housed at the National Museum of Naturc and Sciencc).シ

ンポジウムの最後に松浦氏がシンポジウムの運営に当た

った運営委員を壇上に招 き,簡潔に閉会の挨拶を行っ
た.海外からの招待講演者は翌日と翌々日に葛西臨海
水族園と築地魚市場の見学に出かけた.

本報告の最後に,シ ンポジウム開催に当たりお世話に

なった科博の佐々木正峰館長,経営管理部の平野仁司
部長ほか多くの科博の皆さんに感謝の意を表する.ま た,

葛西臨海水族園の上田恭幸園長をはじめとするスタッフ

の皆さんは休園日にもかかわらずエクスカーシヨンのた

めに園内を案内して下さつた.組織委員を代表してお礼
を申し上げる.なおポスター発表の演題・演者の情報を

含む講演要旨集は魚類学会と科博のウェブページから無

料でダウンロードできる.

(篠原現人 Gento Shinohara:〒 169-0073東 京都新宿

区百人町卜23-1 国立科学博物館動物研究部 c―mail:

s…gento(3kahaku.gojp)
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インタビュー

先達に聞く

0=岡村 牧先生 インタビューする人 M=松 浦啓一
E=遠藤広光 ;2006年 7月 30日

M:先生は昭和 8年に,高知県の愛媛県境に近い所で
お生まれになったそうですが ?

O:そ うです。昭和8年 に仁淀川の県境の当時の別府
村 (現在は仁淀川町に含まれる)と いう所です。

M:少 しご家族のことも伺わせて頂きたいのですが ,
ご兄弟は何人ですか ?

0:兄弟は6人です,男 4人 ,女 2人で,私 は本来 3
番目ですけど,産 まれてすぐ長男がなくなっているから,
実質次男,名 目三男ですね.

M:小 さい頃から生き物に関心を持っておられたので
しょうか.

0:仁淀川育ちですからね.四 国で2番 目の水がめの
大渡ダムというのがありますが,それが出来たら水没す
る予定だった四国電力の岩屋川発電所の所長を親父が

やっていました.私 はそこの社宅で産まれました。親父
が出世すると大きい発電所に移っていくので,よ り下流

の大崎にある土居川発電所という所に移り,小学 3年 ま

でそこにいました。ですから川遊び,水泳,魚 とりとい

うのは自然になじんで身についていました.

M:先生が高知大学に入学された頃,教養課程で既
に魚に興味を持っていたのでしょうか ?

0三 いや,全然持ってなかったですね。本来は医学志
望だったんです。担任からも,京大医学部は難しいだろ

うけど,徳島大学医学部だったら何とかなるかも知れん

と言われてました.昭和 27年ですよ,経済的に苦 しく
て,自 分の希望通 り県外へ出られる学生は半分もいなか

ったんじゃないかな.だから相当優秀な連中も地元の高
知大に残っていました.僕なんかも一度目標を失ったま

ま,一応は入っとくという格好で入っていました.それ

で2年の時は挫折 して休学したんです .

M:ほ う…… !

0:や ることがないから.それも退学届けを出してね.
しかし,当時良かったのは,高知大学にはいろんなプラ

イベートな,生活状況を見る補導教官制というのがあっ

たんです。僕の補導教官というのが, ドイツ語の先生で

したが,い きなり退学届けが出たんでビックリして親父
に連絡してきました.親父が飛んでいって補導教官と相

談して,本人が目標を失っているから,休学にしとけば

月謝はいらないし,復学する時に戻 りやすいからと言わ

れて,休学にしたわけです.勝手に休学に切 り替えてく
れてたわけです。

そして,3年になる時に,何 とか復学して,真正面か

岡村 収氏 (1933-)自 宅の研究室にて
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ら向き合おうとしました.それまで,7～ 8単位 しかとっ

てなかったんです.当時,必要な単位は2年間で56単位

です.そ こで,一気に2年分を1年でとりました.語学
は16単位,他人の倍取 りました.

M:蒲原先生との出会いについてお聞かせ下さい。
o:生物には元々全般的に興味があったから,生物学
科へ出入りをしてたんです.生物学科には当時4人 しか

先生がいませんでした.その中の一人が蒲原先生でした.

3年 の時に,蒲原先生と顔を合わすし,言葉を交わすよ

うになりました.僕は追手前高校の時に生物部でしてね.

学園祭なんかあると,魚類の展示と説明は私の責任でや

りよったんですわ.そ して,蒲原先生との出会いもあっ

たので,魚 をやろうかなと思ったわけです.

M:3年生の頃から,蒲原先生の研究室に出入りする
ようになったと言うことですか ?

0:え え,3回生の時からでしょうね.
M:そ うですか.当時,蒲原先生は盛んに御畳瀬に通
っておられたのでしょうか ?

O:通っておられました.私は,3回生のとき,最初
は自転車で行ってました.4年になった時かな,尼岡さ

ん (2つ年下だから,2回生だったと思います)を連れて

行ってやってくれないかって,蒲原先生から言われまし

た.それで,自 転車で一緒に行 くことになりました。SB

カレーかなんかの空き缶に適当なサイズのロープをつけ

て, ドウラン代わりにして使いました.

M:ソ コダラ類の研究はいつから始まったのですか ?
0:蒲原先生のところで魚学をやることになった時
に,蒲原先生がソコダラ類とヒラメ類,シ タビラメ類の

3つ のテーマを出されてね.こ の中から好きなものを選

ぶことになりました.形態変化がソコグラ類は大きいの

と,発光器を持っている点に興味をもちました.僕は進

化自体に興味があったから,ソ コダラの方が多様度と種

の分化が高いのではないかなと思つて,それでソコダラ

を選んだわけです .

M:最初に新種を見つけたのはいつ頃ですか ?
0:京大院生時代, トラギス類のソコトラギスかな.

蒲原先生が間違えて,この新種の記載の時に,側線に4

つほど黒点を描いてますけど,混獲されたイカの墨なん

です.私が見つけて採集したので,動η
“

κおθ滋
“
夕κJ

という学名をつけてくれました。1960年 に発表してます

ね.ほ ら,黒点描いているでしょ? これ,イ カの墨な
んですよ.

M:では,先生ご自身が発表された新種を最初に採ら
れたのはいつ頃ですか ?大学院に行かれてからですか ?

0:直感的にこれは新種と思ったのは′θ
“
″α
“
αJに し

た東大の標本 鰤レタ
“
Jα ′ο
“
γ″αJ(Okamura,1963)ト ミ

ヤマヒゲ)と か,それから,独立の属にしたRθαあ4αγ―

“
Jα (1970年 に新属として設立したニホンソコダラ属 ;

模式種はPヵ″ηJθ夕5 0kamura,1970ニ ホンソコダラ),
これなんかはもう,直感的に新種だと思いました.

M:蒲原先生の教え方,指導Iの仕方というのはどうで

したか ?

0:手 をとって教えるということは絶対にないですね.
自分でいろいろと調べて,困 って,先生に相談に行 くで

しょ,そ うすると一番参ったのはね,「 ソコダラに日本
で一番詳しいのはお前 じゃないか」って言うんですよ.

しかし,突っ放すんじゃなくてね,それだったらこれを

読んでみるんだよって,パ ッと頭に思い浮かんだ論文を,

読めと言ってくれるんです.で ,それを読むと必ず自分

の疑間に思っていることがほとんど解けるという,だか

ら,あ まり直接的には教えなくて,徹底 して自分で調べ

ろと言うやりかたでした.

ところが,沖山さんなんかの話聞くと,羨 ましかった

ですね.沖山さんは僕よりちょつと若いのかな ?蒲原先

生から「お前,新潟にすごい魚の研究熱心な奴がおる

ぞ.いろんなことを問い合わせしてくる」と言われて,
それが沖山さんでした.沖山さんは,僕なんかが書いて

ない頃にもう論文も書いていました。そういう外部の方

にはね,羨 ましくなるぐらい懇切丁寧にちゃんと教えて

ますね.だから,独特の教え方と言うか,ある程度突っ

放したかのように見えるけど,自分で探っていく道標は

与えてくれました.

M:蒲原先生は号を呑海というくらいですから,お酒
もたくさん飲まれたと思うんですけど.

o:飲みましたねえ.
M:研究室で飲む会はあったんですか ?
0:研究室というよりは,お宅で飲む会というか,い
わゆるコンパをお宅でやりました.

M:カ ツオの吊し食いというのがあったそうですね.
0:ああ,カ ツオの吊し食いやりましたねえ.あの時,
酒の肴が足りなくてね.蒲原先生がカツオでも一匹買っ

て来いって,ついでに丸ごと吊り下げて,カ ツオの丸食
いをしようって言い始めてね.そ したら奥さんがそれを

聞いていて,「岡村さん,絶対ダメですよ.ち ゃんとハ

ラワタさばいてね,頭を勿Jねてもらってきなさい。3枚

におろすのはこっちでやってあげます」って.魚屋に野

田というのと2人で行ってね,二人で考えまくってね,

丸ごと買って帰ったら奥さんに怒られそうだし,捌いて

持って帰ったら,先生がガックリきそうだし.結局,丸
ごと持って帰ってね.そ したら,奥さんが「そこまでや

りたかったら, こうしてあげるから勝手にやりなさい」

って言ってね,さ わち皿を持ってきて,カ ツオの下に受

けたと思ったら,胸 ビレの所からザクーっと出刃入れて

ね,そ したらハラワタがドロドロどさ―つと落ちて,一

瞬にしてその辺り,血生ぐさいでしよ,がっくりきまし

たわ,我々は.そ したらかわいそうと思ったのか2奥さ
んが頭とハラワタをとって綺麗にしたやつをまた吊り直

してくれてね,それをナイフで削ぎとって食ったら美味

くないのって・・・                 ‐

M:蒲原先生は,御畳瀬はもちろんよくいらっしゃっ
たと思うんですけど,底曳き船に乗られたことはよくあ

ったんですか?
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0:時 には乗られていたみたいですね.
M:そ うですか.岡村先生は学生時代から底曳き船に
乗っていたんですか ?

0:私は学生の時からちょいちょい乗 りました.当時
のことですから,米だけは持って来てくれって言われま
した.初めて尼岡さんを連れて乗った時のことはよう忘
れんですわ.乗 るときから御畳瀬に繋いである船が相当
揺れてました.僕は現場に着くまでは持ちこたえていた
けどね,現場に着いたら網入れして「おぉい,飯だぞお」
って言うから,甲板に上がって行って味噌汁の匂いをか
いだ途端に船酔いしてしまって.それで, さっき言った

野田というのはね,平気でパクパク飯食って,尼岡さん
は甲板に出てくるどころじやない,御畳瀬にいたときか

ら酔ってるから.彼が甲板に出てきたのは入港してから
です.だから彼が一番弱 くて,僕が真ん中で,野田は最
初から最後まで平気でした.

M三 いわゆる原付の自転車を使っておられたそうです

ね.

0:原付タイプでね,高知のメーカーが作ったものが
ありました.山崎内燃機関という会社が開発 したブルー

バードでした.名前は同じだけど,日 産ブルーバードじ

ゃありません.ク ラッチバンが独特で,コ ルクなんです

よ.スポンと入ると弱いから止まってしまうから,ギア
の入れ方が難しいんです。

M:御畳瀬の魚を採集していた時に欲 しかった魚を中
央市場まで追っかけて行ったことがあるそうですね.

0:あ りました.御畳瀬から中央市場に運んで,中央
市場で小売に売りさばく,そ ういう業者もいました.御

畳瀬で積み込んでいるのを見ると,「 これは」 という魚

が入っているケースがあるわけです。そうすると, どこ

へ持って行 くか聞いておいて,中央市場へ行 くとなった

ら,中央市場へ自転車で走つて戻るわけです .
M:あ る時, どうしても欲 しくてお二人の片方が売る
役,片方がイ中買いの役をやったことがあるとか.

0:そ うそう.片方が買う役をやって.「 岡村さん,
あれどうしよう」て言うから,「後ろついてきや」って

言って,僕が箱の側まで行った時,尼岡さんが,「お兄
ちゃんじ これかまわんのか ?」 「かまわんよ,持って行
き,持って行き」と言って.「オオキニ」とか言って,
ドウランに入れてね.

M:高知大の卒論でソコダラの分類学的研究をまとめ
られて:専攻生として一年残られて,京都大学の大学院
に進まれたそうですね ?
'0:専
攻生になると,教職で一級になる,校長,教頭

資格を取れるようになっていました.後にこの制度は取
り消 しになりましたけどね。当時,その一級資格はマス

ターコースを出ると取れるコースだったんですが,それ
を専攻生を一年やれば取れたんです.だから僕なんかは

その制度が出来たから,申請して,一応入学を認められ
て,月 謝も払って,授業を受けだしたら,旧帝大からク
レームがついて,結局一級免許は取 り消し.ただ,やっ

ばり専攻科を出ていれば,それだけ格は上になるから,
一応,それを取 り方々,京大の水産の勉強もしました.
はじめは16科 目ぐらいやってました.松原先生が高知大
の農学部へ集中講義に来られて,昼休みに会ってやって
もええっていうのを,農学部の先生から聞かされました.

京大の落合さんなんかと同期の竹田さんという方が,農
学部の教官で居ました.竹田さんは自分の京大時代の松

原先生の講義ノートを貸してくれましたし,松原先生に

取 り次いでもくれました.松原先生の所に行って「ソコ

ダラに非常に興味を持っているし,種類も多いので,京
大に受かったなら,それを継続して良いでしょうか」そ
して,「独学で十数科目勉強してます」 と言ったら,「 4

科目だけに集中しなさい」と言われてね.水産学原論と

か水産動物学や魚学などの4科 目のことです .

M:それは,受験の為にその4つに絞 りなさいという
ことですね ?

0:そ う,4つ に絞 りなさいと言われました.
M:そ うすると,入 られた時にはソコダラをやるとい
う事は決まっていたのですね ?

0:そ うです.入れればソコダラを継続 しても宜しい
という許可を事前にもらっていたわけです。ところが当

時,松原先生の講座の助手だった三谷さんに,ソ コダラ
は問題のあるグループだという事でやらせてたんですよ

ね.私 も後で知って,三谷さんに謝ったんだけど.それ

から,私が後にソコダラ類についてまとめた Fauna
Japonicaの図の一部に三谷さんが書いたスケッチを使わ

せてもらいました.しかし,drawn by Mitaniと 書かなけ
ればいけないところを,落 としてしまった.三谷さんに
「一部使わせてもらって,落 としてすいません」 と言っ
たら,「いやあ,載っただけでも僕は嬉しい」 と言って

くれました.

M:そんなことがあったのですか.
0:松原先生は三谷さんにソコダラをやめさせて,ブ
リの漁業生物をやらせたわけです.当時,ブリは資源と
しても大事だったし,水産学科でもあるから,今度来る
理科系の岡村にソコダラを残しておいて, ということだ

ったようです.それで,三谷さんのテーマをブリに変え
たみたいです .

M:岡村先生が,京都へ,その当時,舞鶴ですけれ
ども,舞鶴へ進学された時にどういう方がいらっしゃっ

たんですか ?     ,
0:教授は松原先生。京大水産学科では第4講座が水
産生物学でね,助教授 と古参助手は藻類専門,それか
ら,講師が落合さんでもう一人の助手が三谷さん.当時
は院生だったが,後に,近大に行った,無足類をやった

浅野さんがそのうち技官になりました.

M:岡村先生が行かれた時に,学生の一番上の方は
どなたですか ?

0:一番上は,浅野さんですかね ? 浅野さん,岩井
さん,赤崎さん,それから私でしたかね.それで,尼岡
さんが来て。私のすぐ下がいなかったですね.あ と,宮
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崎大に行った山根君とか,岸田君とかが,尼岡さんより

2年 ぐらい後ですから.

M:そ うすると,岡村先生が大学院の修士の頃という
のは,学生はそんなに多くはなかったのですね ?

O:多 くないですよ.9月 の一次試験でパスしたのは
私一人でしたから.千葉大なんかからも受けに来てまし
たけどね.翌年 1月 の二次試験で,直系の人が 1人パス

して,だから1学年2人 しかいなかったんですよ.

M:そ うですか.松原先生の所で,論文博士,あるい
は国内留学をして学位を取られた方という中に,高木先
生とか,片山先生もおられたのでしょうか ?

0:片山さんはどうだったのかな ?京大で取ってます
かね ?京大で取ってたら,僕が行 くより前でしょう。前
かあるいは僕が出た後か.下関の松井さん,石山さんが,

私が行 く前に講師でおって,私が行った時には下関に出
てましたから.

M:そ うすると岡村先生が博士課程までの間にいらっ
しゃった方というのは,2年下の尼岡先生とか,山根さ
ん,岸田さん,その下が中村 泉さんとなるのでしょう
か ?

O:そ うなるかな ?そのあたりになると,名簿たどら
んと分からんなあ.

M:重 なってはいないのですか,中村さんとは ?
0:学年はずれていたけど舞鶴で一緒にはいたわけで
す .

M:吉野さんとは重なってはいらっしゃらない ?
0:最後になって私は助手として2年おったでしょ,
その間に院生になっていたはずですけどね.

M:そ うすると谷口さんも,その前にいらっしゃった
んですね ?

0:谷口君は,僕が助手になった年に,3回生で舞鶴
に来たクラスで.だから初めて僕が受け持ったクラスで

したね.実験と実習だけでしたけどね.

M:田 中 克さんも,松原先生のお弟子さんですよ
ね ?             :
0:そ うですね.直接には岩井さんに教わった事が多
いんじゃないかな ?

M:そ うですか,浅野さん,岩井さん,その次が荒賀
さんですか.

0:荒賀さんは私とすれ違いに修了していました.そ
れから昭和 33年が赤崎さん,だから岩井さんの方が先
ですね.そ うすると,浅野さんと岩井さんが一緒だ,同
年ですね,修士修了は.それで赤崎さん,それから次は

もう僕になって,僕の次はおらんですもんね,魚類は。

それから二年後が尼岡さんと,畦田さん.岸田君と山根
君が昭和 40年で,私から言うと5年後ですか.それから

カジカなんかやった倉若さんと言うのが翌41年 .

M:松原先生の学生への指導の仕方というか,接 し方
というのはどんな感じでしたか ?

0:松原先生も,直接,指導というのはあまりなかっ
たですね。セミナーを通じて指導されるという形でした.

赤崎さんとか浅野さんと違って,私 と尼岡さんは,全然
違う大学から来てるでしょ,だから,私が 1人入って ,
尼岡さんもまた来たゎけだから,「高知大から来た奴

は !」 とよく言われましたね.

けど,私は朝早 くね,7時過ぎには研究室に行って ,
冬なんかだったら,だるまストーブの石炭がらを出して,
普通これは女性秘書がやるんだけどね.自 分達の部屋の

をやるのと一緒に,松原先生の部屋のもカスもとってね,
石炭も一回分運んどいて.そ うやって朝早 く出てもね ,
夜かなり残らないと,なかなか追いつかない状態でした.

朝,皆が出てこないうちに出て,雑用は済ませておいて,
もう7時半過ぎには仕事をやってぃるわけですよ.けれ
どそれでも夜, どうしても居残らなければいけないし.

ところが夜 8時過ぎて帰るとね,女性ばっかりの家族の

下宿だったから,よ く締め出されてね.それで院生だけ
ど,「寮に入ってかまわないかどうか」 と聞きました .

他の教授は反対 したようですが,松原先生は「岡村はも
ともと学費もろくにないまま来てるし,安いにこしたこ
とはないし,仕事の為でもあるから」と言ってくれまし
た.松原先生の鶴の一声でしょうね,僕以後院生でも寮
に入ってかまわないことになりました.そんなら,なお

夜遅 くまでやりたいでしょ.で ,先生に「キー貸 してく
ださい」って言つたら,「何一 H」 って目むかれました

が, 自分のキーをそのまま貸してくださってね.結局 ,
朝早出して,女性秘書なんかがやるべき事を私がやって
いるのを,薄 々知られていたんじゃないですかね.しか

し,先生の部屋では煙草を絶対に吸わないことを約束さ
せられました.  `
M:ソ コダラの系統の研究と分類と絡み合って進んで
行ったと思うのですけど,先ほど,進化に興味をより強
く持たれていたという話がありましたけど,そ うすると

やはり系統の方にどちらかというと興味が強 くあったと

いうわけでしょうか.

0:そ うですね.だから,Iwamotoさ んなんかと見解
がだいぶ違うのは,僕は,形態の変化の流れを見るわけ
ですけど,彼はどちらかと言うと,流れの切れている所
に重点を置 くわけです.け ど,切れているんじゃなくて,
実はそれには流れがあるんだという点で,見解が違うわ

けです.どっちかと言ったら,新種の発表とか,種のレ
ベルよりは全体的な流れを見たいなあと思っているわけ

です .

M:発 光器の組織切片を作ったり,組織的な研究を
されていたのは,京大に行かれて最初の方なのですか ?
0:京大ではね,マスターの2年間は, もっぱら鱗と
発光器の形態でしたね.それで岩井さんとも馬が合うと
いうか,いろいろ話が合うようになって.あそこへ組織

学を持ち込んだのは岩井さんだったでしょ.岩井さんは,
初めは松原先生の雇われ事務員でした。けど,魚類の研

究やりたくって,一度,三重大に入ったでしょ,そ うい

う点が僕とよく似てるんです.二年分の課程を1年でと
つたりね.それで大学へ帰って来たけれど,肺結核にか
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かったりして,その中で,松原先生にかなり助けられな

がら,肺結核も克服して,それで助手になり,結局は跡
を継ぐことになったわけです.僕が行った頃は退院して

来たばかりだったかな.一般学生の住む寮とは違う別棟

の小部屋にいた寮長みたいな格でね.岩井さんは小部屋

に1人住まいで, まだ,寝たり起きたりの感 じだったけ

どね.そ したら,「岡村君,良い物見せてやろうか」っ

て押入れからリンゴ箱出してね,そ うすると結核の特効

薬のパス,粉末の.あれが一杯詰っていてね。病院でく

れるパスを飲まずに,肺結核を克服してね,退院して来

てるんです.あれにはビックリしました.

M:松原先生のご指導というのは,直接的に学生にあ
れこれ指導することはなかったと聞いているのですが。

0:蒲原先生とある面では似てましたね.あ まり直接
的に言わなくて,ただ,セ ミナー等で,中間発表みたい

にやって行 くんですよ.セ ミナーの場では詳しい指導を

されてました.

M:学生に対して,批判というか助言をする時に,強
い口調で言うことはあまりなかった先生ですか ?

0:あんまりないですね.
M:京大と東大のどちらに行 くか迷われたことがあっ
たそうですね.

0:私は蒲原先生の弟子で,蒲原先生と富山先生は
田中先生の兄弟弟子です.それで,は じめ東大に推薦さ

れて,富山先生もoKさ れてたんですよね.だから理学
だから,行けばそのままストレートで入れたんだと思う
んだけどね, ところが,東大に行ったら結局,富山先生

がいる油壷に行かなければならないわけですよ.しかも,

富山先生と毎日一緒にやれるわけでもないし,それから

学生が 1人でしょ,当時は.実は,蒲原先生が東京出張

から帰って来てね,研究室の窓の下を通 りながら,フ ッ

と見上げたら私と顔が合って,そ うしたら「おい,富山

君に頼んで来たからな」と言われて,僕弱ってしまって

ね.

京大の方は, ちようど松原先生が魚類の「形態と検

索」を出されたときでした.あれに非常に感銘を受けま

した.当時のお金で5000円 ～6000円だったかな,高い

ですよねえ.3ケ 月は我々が生活出来るぐらい.蒲原先
生が買われたやつで,自 分なりのノートを作ってね,横
にずつと見れば魚類全体の変化の方向がパッと分かるも

のを作 りました.

それで,結局,若い頃田中茂穂先生にうとまれた松原

先生が文献融通などちょっとした恩も受け,引け目もあ

った蒲原先生の所から私が行 く格好になったわけです。

職員が松原,落合,三谷と3人おるわけでしょ,それか

ら,院生に岩井,浅野,赤崎,そ うすると6人 ,相当な
スタッフがいるわけですよね.そ うすると,富山先生 1

人の東大と日常的な耳学問から何から全然違うんじゃな

いかと思いました.だから1年余計にかかっても,京大
の方へ行きたいということになったわけです .

松原先生から良く聞かれたのは「岡村,蒲原さんの所

とわしの所とどちらが文献が多い」とか「標本はどっち

が多いか ?」 ということです.「そりゃ京大の方がもち

ろん多いですよ」って言ったら「そうかあ」と言ってニ

ッコリしててね。で, またイ可週間かしたら,「 どっちが

多いか」って,聞 くんですね.

僕が京大に残る時,浅野さんを近大へ出されたでしょ

う.浅野さんは,い きなり技官から助教授になったわけ

ですから, これはかなり昇任になるわけです.と ころが

僕があるとき先生の部屋へ入つていつたら,落合さんと

岩井さん2人を呼んでいてね, どうも僕を浅野さんの後

へ採用する話しをしていたみたいでね.松原先生は2人

に「技官の初任給はなんぼや ?」 と聞いたんです.よ う

忘れんけどね.2人が僕の前で「1万 5千円です」と答え

たんです: ところが助手は2万 3千 5百円。8千 5百円も

違うんです.「 よし,そ したら岡村の為に助手でも取っ

てこようか」って.そ してやっぱり,いろんな都合もあ

って助手ポストより技官職の方が今のところ欲しいとい

う講座があるわけでしょ.そ うすると技官職と助手ポス

トの振り替えと言う可能性があって,3人 目の助手です
よね.そ んなポストありゃしません.だから結局あの,
助手ポストをすっぽり取って来てくださってね.それで

僕が助手で残ったんだけど,僕の結婚の事まで心配して

くれて.岩井さんに「なんぼあったら2人やっていける

んだ」って.岩井さんが「まあ3万円あればいいですが,

2万 7～ 8千円でも何とかなります」って言つたら「2万 3

千5百円やったら,1年 もしたら嫁ももらえるか」と言
ってね.だからあの辺りもね,何かこう頭の隅に,昔世

話になった蒲原さんの弟子やし,それを初めて引き受け

たと言うのとね,それから一方で僕との直接のやり取り

とかね.その中で何か僕をこうしっかりと, どっかで捕

らまえていてくれたなあという感じがあるけどね.

M:なるほど
0:松原先生が亡くなった後,高知大の私の旧官舎ヘ

奥さんが直接,舞鶴から虐、子さんと娘さんを連れてこら

れたんです。松原先生が残された書籍についての相談で

した.当 時, 日本の魚類学界で初めて,蒲原先生から

岡村へと,初代から次へと,高知大で文献の引継ぎが成

功していたんです.それと,僕 という人物の事をどうも

松原先生は晩酌なんかやりながら奥さんにいろいろと話

されていたんじゃないかなあ.それで私をある面では頼

りにされたのかもしれません.それで僕も蒲原先生の文

献を引き継いだ時のことを率直にお話ししました.「松

原先生がね,この本はね10万円超えるとか言われている

けど,実はそうじゃないんですよ。先生が言われたのは

売値でね,場合によつてはlo分の1以下くらいと思わな

きゃいけませんよ」と言いました.蒲原先生のは,全部
でたった20万円だつたもんね,最初につけられた値段
が。それで,一方でリスト作るのと同時に,ある古書店

に再評価を依頼したら,50万円の評価書を書いてくれま

した.けれど,松原先生はね,当時500万円とか800万

円とかそんな大きい額を奥さんに言っていて,それで文
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献について京大と話しが進んでいなかったんじゃないで

しようか.宙 に浮いた格好になって,それで私の家に来
られたようです.僕 も率直に意見を言って,それで結局
は買い上げになったようです .

M:高知大に,岡村先生は助手として着任されたそう
ですね ?

0:う ん,一応,京大で講師に昇任という話が出たん
です。けれど,高知大には助手ポストしかなかったんで

す.例えば,私学の場合だとね,国立大へ降格転勤とい

うのが有 り得るんです.実際に東海大の講師からね,高
知大に助手で来た,あるいは助教授から助手で来たとい

う例がありました.僕の場合,京大で昇任してしまうと,
こっちにポス トがないわけですよ.それもあってね,岩
井さん,落合さんが,呼ばれているところで,岡村も転
勤するんだったら,昇任転勤の形をとってやりたいとい

う話をされていてね,ま あそれが普通一般常識やつたん

ですよね.け ど,昇格してしまったら転勤出来なくなる
から,僕は助手のままで結構ですし,今の所,講師のポ
ストはないとお話ししたんです.そ して,長い日で見れ

ば講師や助教授に上がれる余地はあると思いますからと

言ったので,こ れも怒られてね.京大講師を蹴って,新
制大学の助手で良いと言うんだから,僕は送別会やって

もらえんかった.松原先生の怒 りが解けるのに,何ケ月
もかかって,いっぺん怒らせたら大変でした.

M:高知へ助手で着任されて,2年後に助教授になら
れてますよね.

o:え ぇ
M:蒲 原先生の後をついで,高知大で魚類学を担当
されるようになって,着任された当時は,ど ういうこと

をしようという風に思っておられたのですか ?

0三 いや,それはもうほら,あの学位論文仕上げてな

かったから,それが第一でした.原稿で言つたら,タ イ

プライター用紙で 10枚か20枚書けば終わりという段階

でした.それで,学位論文を完成のつもりで着任 したと
ころ,蒲原先生が,退職と同時に即,文献を寄贈する
から,取 りに来いというわけです.それで引き取って来
た物を,買い上げという形になったから,リ ス トを作ら

なきゃいかんでのすよ.そのリストを作るのにね,人件
費が20万 くらいかかるんです.当時僕の研究予算が ,
年額 40～ 50万でした.け ど, しょうがないから,女の子
雇い上げて, リス トこしらえてね。そのために1年半 く

らいかかったかな.それから一方で,3階の標本室も作
らなければいかんなあって.そ うすると,自分の研究ス

トップして,標本室を鉄骨式にしたからその経費を出し
て.それから当時,一般生物学の実験用の顕微鏡がだい

ぶ台数不足だったんですよ.だから, どうせ自分の直接
の研究が出来ないのなら, もう学科の為に,一般生物学
実験用の顕微鏡はこっちが買おうと思って,あ とで皆さ
ん返してくれましたけど,学科が潤沢になって来た時
に.

だから,始めの3年 ぐらいは,文献引継ぎと,標本の

再整理に追われてました.そ して,学位論文を提出しよ

うとしたら,松原先生が病気で倒れられてね.病院へお
見舞いに行きました.枕元のベッドの向かい側に畳が 1
畳敷いてあって,座 って話そうとしてね.畳の方に移ら

れたらね,肩で息されておられるんですね.僕は岩井さ
んにも話して,先生の研究室のテーブルに学位論文を置
いとくのが良いだろうと思って,そ うしました.す ると

引き上げる時に,松原先生が「あの論文持ってきたんだ
ろう ?」 言われるから,「いや,お元気になって回復さ
れたら見ていただくように研究室のテーブルに置いてあ

ります」と話しました.後で岩井さんが病院に行ったら,
「岡村の論文はどうしたろう」って聞かれて,岩井さん
が「いや本当に回復 したら再度持ってくるって言って高

知に持ち帰 りました」て言ったんだそうです.そ したら,
「う―ん」って一声唸られとったんだって.それでその
まま亡 くなられました.

次の教授が決まるまでかなり揉めたんです.植物の人
が退職間近やったから,その人を教授にするか,助手の

岩井さんが一足飛びに教授になるかどうかね.そ したら

大学紛争が絡みました.3人の教授からも,紛争を起こ

した院生達からも岩井さんは教授に推薦されたんです

よ.だけどそこに落ち着 くまでには,長引いて学位審査
もストップしました.岩井さんが教授に就任してすぐに,
論文を持ってくるようにと言ってくれたんです.当時 ,
学位審査を受ける時に他の人たちは副論文をだいぶ出し

よったんですよね.それで岩井さんに「副論文でFauna
Japonicaで もつけましょうか」 って言ったら「いやぁ,

あんたは学位論文一発で良い」とか言ってね.あ とは口

頭説明だけで良いって.

M:確 かに経歴拝見すると高知大に65年 に着任され
て,ソ コダラ類のFauna Japonica出 版が 70年ですから,
その間に大学紛争が起こっています.ち ょうど大学が荒

れている時ですね.

0:荒れている時で, しかも僕,京大から移ったでし
よ.京大は教職員も荒れて,学生だけやなしにバリケー

ド挟んで衝突 してたんです.高知大学にも昭和 44年 に
火がついたんです。教育棟の封鎖や本部の封鎖が起きた

りね.僕なんかは,自 分の研究というよ1り は研究の引継
ぎですか,それと一方では紛争を治めながら大学作 りで

すよね,組織作 り.こ れに割かれた時間が非常に大きか
ったですね.例えば,僕は昔の生物学科4名 の教官の中
の1人 として来て,結局文理学部を人文学部と理学部ヘ

改組していかなきゃあかんじ.生物系4名 を正規の学科
として4講座 12名 +一般教育 2名 +修士課程に大拡張
せにゃあかんじ.

M:高知に来られてから随分川に力を入れてこられま
したよね.          :
O:いや,入れてる, というより,こ れはどちらかと
言うと地元要請が強かったのと,それから蒲原先生が淡

水魚をあまりやらなかったからですね.僕が帰ってきた

頃から昭和 30年代・40年代にかけての高度経済成長の
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ひずみが出始めて,川の汚染がだいぶ問題になり始めて

ました.一方,僕自身は系統的な流れ,あるいは分類を

見る場合でも形態形質だけやなしに生態形質も見たいと

いう考えもあったわけです.例えばソコダラなんかだと,
生態を念頭におかないと,かなり理解しにくい点もある

わけです.そ ういうところに持ってきて,学生の中にも

淡水魚の生態をやりたいという希望者も増えつつあった

んです.だから,始めのうちは学生をその要望に出来る

だけ沿わせてやりたいということで河川の魚類の生態を

研究したわけです。始めのうちは研究費の持ち出し,場
合によってはポケットマネーの持ち出しになるけど,始
めはきれいだった鏡川を主体にして研究を行いました.

そうしているうちに経済成長のひずみで,川の汚染など

が問題になってきました.例えば高知県の方では,鏡川
を調べてほしいとか,四万十川調べてほしいとか,調査

費も付いた形で依頼も来るようになりました.結局これ

は地元要請と学生の要望を併せて費用持ち出しでやつて

いるうちに,経済成長のひずみに端を発する河川水域の

見直しですね.こ れが強まってきたんです.さ っき言っ

たように川筋育ちで,海でも育ったけど,親父の転勤が

多くてあの仁淀川沿いで育って,それから疎開した先が

四万十川沿いでしょ.それから途中須崎 (高知県須崎

市)と いう海辺にも居たしそれから新居浜 (愛媛県新居

浜市)も あって海辺の町ですね.だから海だけでなしに

川育ちであったというのも,だいぶ物言つたでしようね.

M:こ たか丸 (水産研究所調査船)で随分丹念に調
査と採集を続けてこられたんですよね.

0:結局,種の査定ってことも集計の方も正確を期し
たいですからね。それからあの浅いところはね,小手繰

船,ま あ3～ 4ト ンかあれ ?

E:そ うですね.
O:大体水深 100メ ー トルぐらいまでの間か,それか
らもうちょい深い所は沖合い底曳き船 (40～60ト ン)で

見れるわけでしょ.

M:大手繰という.
o:え ぇ。で,これは時には県がチヤーターすると普
通の操業は300メ ー トル位までですけど,400～ 600メ ー

トルを新漁場開拓目的で調査をやりますから.で,更 に

沖合いの調査のために淡青丸や白鳳丸を持ってきたこと

もあります.そ うすると水深がずつとつないでいけるで

しょ.ま あだから,そ ういう意味でちようど中間役を果
たしてくれたのはこたか丸ですね.

E:魚類学会と岡村先生の関わりをお聞かせ下さい.
o:それはもうやっぱり地域のメンバーの1人 として,
魚類学会が発展するにこした事はないし,だから中央の

上野輝弥さん達が動いてくれたのが大きかったけれど,

今の学会組織に改めるときには大いに賛同しました.そ

れから石山礼蔵さんなんかも強く言われてた,僕なんか

も賛成だったけど,やつぱり若い人に意欲を植え付ける

為に,学会賞みたいなものがあると良いという意見であ
ったんです。というのがFauna Japonicaを書いた時にね,

岡田弥一郎先生から言われたことが記憶に残っているん

です .

さっき言った紛争があったので,僕は全学の役員だし,
デモがあると市民に迷惑をかけたらいけないから一緒に

出ました.それから警察の私服なんか見つけると学生が

殴る可能性もあるしね.そ うすると身をもってパッと割
って入ってね.1蚤我させたら負けやから,それで結局紛

争が 12月 まで続いたんです .

それでFauna Japonicaは その前年から書 くように指定

されとったけど書 く暇なくてね,役務を開放された 1月

1日 から書き出したのです。梅沢先生やら恩師にも「講

義の時以外は出て来れませんから」って言ってね.家 に

顕微鏡と標本持ち帰ってね,それでもう必死の想いで書

きました。3月 までに仕上げなきゃいけないのに4月 いつ

ぱいかかってね.で ,岡 田弥一郎先生も4月 いっぱいに

何とか仕上げれば,5月 から6月 にかけて検査があるか

もしれないけど.4月 に完成させれば大丈夫だと言われ

ました.わずか4ケ 月で書いたんですよ.そのかわり死

にものぐるいでしたけどね.書 き始めの頃には, もう娘

が生まれとって,娘が泣き出すと女房がねんねこで包ん

で背負って出て, こっちも気になってちらっとみると,

雪がちらちら降ってるんですよ.だから本当は自分の心

の中では最後にthe last but many heartfelt thanksと いうの

を女房に書きたかったけれど,あの頃の日本人としては,

ちよつと恥ずかしくて.

あの頃は今のパソコン,コ ンピューター式になるちょ

っと前でしよ.追加なんかあると切 り貼 りで順送りやる

んです.気が付いている人はほとんどいないけど,1行
切 り貼 りで脱落しているところがあるんです.それから

あの蛯 zク
“
ブαネズミダラ属を当時はみんな抹殺していた

んです.け ど, これは生かすべきだというのでNθz夕
“
Jα

を生かした時に種小名の語尾を変えなきゃいけなかった

のを気が付かなかったら,Hubbsが 懇切丁寧に2ページ

に渡ってコメントをくれました。1ページロはベタ褒め

ですよ.と ころが2ページロに,「ここはこう語尾変換す

べきだった」と書いてあって, これはやられたなと思っ

てね.そ ういう不備があったんで,「せっかく推薦して

もらったのにちよつと恥ずかしい結果になりました.も

うちょっと時間がほしかった」と岡田弥一郎先生に書い

たんですよ.そ したらね,「物事は100%完璧というのは

ありえないので,ま とめられる段階でまとめられる所ま

でやるべきであって,今回はもうそれが精一杯であった

し,私が見る限りでは上々の結果です.日 本生物地理学

会と日本魚類学会から2つ の学会賞をもらったと思って

ください」とその時はっきり書かれているんですよ.実

際にFauna Japonicaを 書かれている方を見ると,数学物
理なんかのシリーズも出てますからね,あのシリーズは,

大抵もう60歳前後になって退官直前の人たちが,何か
の学会の推薦を受けて書かれているんです.落合さんが

あれを50歳にならずで書かれてますし,僕は35歳で書
きました。35歳のFauna Japonicaは ,なかったんですね。
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そして岡田先生が多分,そのことを含めて,「2つの学会

賞をもらったと思つてください」と言って下さつたんだ

と思います.やつばり若い人をやる気にさせる意味とか,

奨励する意味では,何 らかの形の賞があってもいいんじ

ゃないかなという事を僕は前から思つてたんです.そ し

て,学会賞を設けるようになった時の評議員会でも僕は

絶対やるべきであるし,旅費をつけるべきだと言ったん

です.

M:今はようやく旅費を出せるようになりましたし,

2007年度第4回幹事会

日 時 :2007年 11月 27日 13:05-17:30

場 所 三京都大学フイールド科学教育研究センター

出席者 :松浦 。西田・奥田 。甲斐・竹垣・波戸岡・北川・

藪本 (次期会計幹事)。 須田 (次期会計幹事)

1.会務報告 :2008年度科研費「研究成果公開発表(B)」 に,市

民公開講座「人と田んぼと魚たち―農と自然の共生」が申請

された。科研費「学術定期刊行物」は,今年度から義務づけ

られた出版社の競争入札と採択後の監査への対応策が不十分

であることから申請を見送った.今後は,採択された他学会

の動向を見ながら申請を検討するが,基本的には科研費に頼

らない学会運営を目指す方針であることが確認された。

2.編集報告 三2008年度から編集委員長に篠原現人氏,英文誌

主任編集委員に渡辺勝敏氏の着任が報告された。2008年度

から英文誌に限りOnline Firstサ ービスが始まり,これに伴う

雑誌体裁の変更等が報告された。英文誌の電子投稿査読シス

テムの2009年度以降の導入が検討されていることが報告され

た。

3.会計報告 :2007年度よリー般会計の支出項目に「選挙関連

費」を新設し,2008年度から非選挙年に「選挙関連積立金」

を計上することとなった。和文誌の広告掲載に加えて,今後

は学会HP上でのWeb広告について検討することとなつた.

科研費「研究成果公開発表」についても2008年度から特別

会計として試算表 。収支決算表を作成し,年 2回 の監査を実

施することとなった (監査は2007年度採択分も実施)。 年会

事務局の会計業務引き継ぎの円滑化と会計の明瞭化をはかる

ため年会要項と収支報告書の雛型を作成することとなった。

シンポジウムの援助額や配分方法について議論された。年会

の旅費援助事業に関するアンケート結果とオークシヨンの売

り上げが報告され,今後の援助事業の在り方が議論された。

4。 年会報告 :電子情報委員会と年会事務局から2007年度の年

副賞も一応でるようになりました.今日はどうもありが

とうございました.

(松浦啓一 Kelichi Matsuura:〒 169-0073東 京都新宿

区百人町3-23-1 国立科学博物館標本資料センター

e…mail:mastuura@kahaku.gOjp; 遠 藤 広 光 HirOmistu

Endo:〒 780-8520高 知市曙町2-5-1 高知大学理学

部海洋生物学研究室 e…mail:chdo五 @kOchi二五.ICjO)

会開催に関する問題点が指摘され,12月 21日 に国際文献と

ともに年会反省会が開催されることとなった。

5。 男女共同参画 :第 1回男女共同参画作業部会の開催報告が

あった。 来年度,男女共同参画学協連絡会に正式加盟する

に当たり,本会の男女共同参画委員会の設立準備を開始する

ことが確認された。また,年会時に懇談会あるいはシンポジ

ウムの開催が予定され,託児支援の方針が決定された。学会

活動における問題抽出のためのアンケート調査が実施される

こととなった。委員候補 1名 の辞退表明と今後の活動拡大に

対応するため,委員候補を増員することとなった。

6。 電子情報委員会からの提案 :学会のプライバシーポリシーを

制定することとなった。幹事会との連携を強化する一貫とし

て,事務局と合同で年 1回開催される幹事会に電子情報委員

長に参加してもらうこととなった。電子情報委員の引き継ぎ

に関して意見が交わされた。

7.学会の国際化について :海外会員からの要望で2008年度か

ら英語の年会プログラムを作製しHP上で公開することとな

った.海外からのオンライン入会に対応するために,会則・

細貝Jを一部英文化することとなった。

8。 その他 :学会運営の経費削減案として,和文誌の完全オンラ

イン化 (Web出 版化)の検討を開始することとなった.中 園

評議員の次期評議員辞退申し出が了承された。

2008年度第 1回幹事会

日 日寺:2008年 11月 18日  (金 )13:10-17:40

場 所 :九州大学農学部
出席者 :西田・後藤・望岡・高橋・竹垣・須田

。簸本・篠

原 (編集委員長)

議題

1.会務報告 :会員数推移が報告された。今年度の行事予定が

確認された。今年度の学会賞への応募がまだ無いことが報告

され,個人会員と評議員に応募と推薦をそれぞれ促すアナウ

ンスをすることとなった。


